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はじめに
カワハギ科ウマヅラハギ属 Thamnaconusは，

雌雄ともに背鰭と臀鰭の前方が長く後方で短くな

ること，第 1背鰭棘後側面の棘が側方を向くある

いは消失していること，腹鰭が腰骨の後端に位置

すること，鞘状鱗が腰骨の後端に位置すること，

鰓孔が胸鰭基部の前方か上方にある短い切れ込み

であること，頭長が体高とほぼ同長であること，

および脊椎骨数が 19であるなどによって特徴付

けられる（Hutchins, 1977, 2001; Matsuura, 2021）．

日本からはアズキウマヅラ T. fijiensis Hutchins and 

Matsuura, 1984，サラサハギ T. hypargyreus (Cope, 

1871)，キビレカワハギ T. modestoides (Barnard, 

1927)，ウマヅラハギ T. modestus (Günther, 1877)，

ゴイシウマヅラハギ T. tessellatus (Günther, 1880)，

およびナンカイウマズラハギ T. septentrionalis 

(Gunther 1874)の 6種が知られている（林・萩原，

2013; Matsuura, 2014；本村，2025）．

2025年 6月 1日に南大隅町佐多伊座敷沖にお

いて 1個体のキビレカワハギが釣獲された．本標

本は本種の鹿児島湾初記録となるためここに報告

する．

材料と方法
標本の作製，登録，撮影，および固定方法は

本村（2009）にしたがった．計数と計測は

Matsuura (1980)にしたがった．計測はノギスを用

いて 0.1 mm単位までおこなった．標準体長

（standard length）は体長または SLと表記した．

本研究に用いた標本は鹿児島大学総合研究博物館

（KAUM）に保管されており，生鮮時の写真は同

館のデータベースに登録されている．生鮮時の体

色の記載は，釣獲直後とホルマリン固定前の写真

に基づく．

結果と考察
Thamnaconus modestoides (Barnard, 1927)

キビレカワハギ
（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 217594，体長 317.1 mm，鹿児

島県肝属郡南大隅町佐多伊座敷沖（31°07′N, 

130°40′E），水深 38 m，2025年 6月 1日，釣り，

長谷川雄大．

同定　本標本は薄い皮質膜で背部につながる
第 1背鰭棘が十分に起立すること，吻がわずかに

突出し，口が前方に開口すること，背鰭と臀鰭の

軟条数がそれぞれ 35と 33であること（Fig. 1A），

腰骨の後端またはそれよりやや前方に 2対の鞘状

鱗があり，不動であること，鰓孔下端が胸鰭基部

の背縁に達し，眼の中央下方にあること，体が一

様に灰色で模様がなく（生時は不定形の暗色斑と

丸い小斑：Fig. 1B），後半部に小棘を欠くこと，

尾鰭に暗色帯がないことが，松浦（1997）と林・

萩原（2013）によって報告されたキビレカワハギ

の標徴と一致したため，本種と同定された．
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カレドニアに分布する（Baranes and Golani, 1993; 

Hutchins, 2001; Durville et al., 2009; Peristiwady, 

2009；林・萩原，2013; Matsuura, 2014; Al-Faisal 

and Mutlak, 2018; Joshi et al., 2016）．日本国内にお

いては八丈島，小笠原諸島，神奈川県三浦半島，

相模湾，三重県志摩市，和歌山県南部，瀬戸内海，

高知県土佐清水市以布利，愛媛県愛南町深浦，日

向灘，鹿児島県薩摩半島，富山県魚津市沖，石川

県能登半島，兵庫県浜坂，山口県日本海沿岸，長

崎県五島列島南西沖，甑島列島，宇治群島，大隅

諸島（黒島・竹島・種子島・口永良部島），奄美

諸島（奄美大島・沖永良部島）から記録されてい

た（Randall et al., 1997；坂井，2008；伊串・稲村，

2010；林・萩原，2013；鏑木，2016；畑・本村，

2017; Iwatsuki et al., 2017； 木 村 ほ か，2017；

Nakae et al., 2018；吉郷，2018；松浦，2019；園

Fig. 1. Photographs of Thamnaconus modestoides from Kagoshima Bay off Sataizashiki, Minami-osumi, Kimotsuki, southern Kyushu, Japan 
(KAUM–I. 217594, 317.1 mm SL). A: fresh specimen; B: live individual immediately after capture.
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山ほか，2020; Motomura and Uehara, 2020；望月

ほ か，2021； 和 田，2022； 出 羽 ほ か，2022; 

Motomura, 2023；大西，2024；本田ほか，2024; 

Koreeda and Motomura, 2025）．本研究により，鹿

児島県南大隅町佐多伊座敷沖から得られた 1標本

に基づき鹿児島湾内における生息も確認された．

備考　鹿児島県本土におけるキビレカワハギ
の記録は，和田（2022）が薩摩半島西岸から得ら

れた標本に基づいて報告したものに限られる．な

お，Iwatsuki et al. (2017)は鹿児島県東部沿岸を含

む日向灘一帯から確認されたキビレカワハギを報

告しているが，詳細な産地は示されておらず，同

文献におけるキビレカワハギが鹿児島産であるか

は不明である．鹿児島湾の魚類を網羅した図鑑（岩

坪・本村，2017）にもキビレカワハギは掲載され

ていない．したがって，これまでに鹿児島湾にお

けるキビレカワハギの記録はなく，本標本は鹿児

島湾における本種の初記録である . 
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